
 



                               

最
高
賞
作
品 

 

【
硬
筆
の
部
】 

小
学
校
・
中
学
校
相
当 

高
校
相
当
・
一
般 

【
毛
筆
の
部
】 

小
学
校
・
中
学
校
相
当 

高
校
相
当
・
一
般 

 特別賞作品  

 

一般 柳谷 武さん 
https://vimeo.com/154679119  ←こちらの URL からアクセスできます 
 

だれもが体一つで立体書道を描ける環境「AIR SHODOU」の開発をしており、立体書道を楽しめるイベントなど

も運営しております。 

このたび、映像として書の応募ができることもあり、立体書道「AIR SHODOU」から生み出せる立体型「神楽」

の書を映像で応募いたしました。 

全身で立体的に描くことで、見る角度や書き進む時間により変化する書を楽しく観ていただけたら幸いです。 

 

SHAREFL 柳谷 武 

 

濱本 趣さん 竹内 佐知子さん 丸 ゆあなさん 

王 芷さん（中国） 

院京 雅香さん（米国） 

【
文
字
デ
ザ
イ
ン
の
部
】 

https://vimeo.com/154679119


                               

大
賞
作
品 

 

【
硬
筆
の
部
】 

小
学
校
・
中
学
校
相
当 

高
校
相
当
・
一
般 

【
毛
筆
の
部
】 

小
学
校
・
中
学
校
相
当 

大下 絢子さん 中前 里桜さん 濱本 弥さん 田村 心海さん 城原 心音さん 

向井 杏さん 松本 莉奈さん 片岡 葉月さん 山下 穂花さん 本田 友実さん 

辻 彩愛さん 

赤毛 こころさん 三野 紀花さん 

濱本 弥さん 

城原 心音さん 千﨑 遥香さん 

藤木 七海さん 中島 綾花さん 

熊野 恭華さん 



                               

高
校
相
当
・
一
般 

【
文
字
デ
ザ
イ
ン
の
部
】 

森岡 真由さん 中井 由美子さん 院京 雅香さん（米国） 弘 彩乃さん 

謝 佩霖さん（中国） 

藤井 美希さん 

砂場 優子さん 

米田 千咲さん 

野村 紫乃さん 

山本 美菜子さん 



                               

準
大
賞
作
品  

【
硬
筆
の
部
】 

小
学
校
・
中
学
校
相
当 

高
校
相
当
・
一
般 

辻 知駿さん 

河村 慎太郎さん 

前 奈那音さん 森田 硫夏さん 

重吉 陽さん 小久保 ゆうきさん 

田坂 楓さん 

丸 ゆあなさん 

住川 友理さん 益田 萌花さん 山﨑 由起さん 西田 紗也さん 中島 優佳さん 

【
毛
筆
の
部
】 

小
学
校
・
中
学
校
相
当 

坂口 茉鈴さん 加藤 愛理さん 加藤 由梨さん 栗原 莞政さん 



                               

小林 嘉人さん 山中 恭太朗さん 齋藤 さくらさん 

石山 日葵さん 新舘 すみれさん 

武藤 朱里さん 

福伝 理子さん 

船倉 理花さん 

濱本 趣さん 

来間 ひなたさん 

小林 颯生さん 

湯浅 真優さん 

中田 侑里さん 

辻 知駿さん 



                               

高
校
相
当
・
一
般 

濱田 聴雨さん 

森脇 啓文さん 

ZOPCSÁK Ferenc Zsolt さん(ハンガリー) 

谷崎 郁香さん 

大原 幸樹さん 

荘 謙之さん（中国） 

曾 敏嫻さん（中国） 趙 廉杰さん（中国） 

江草 由香菜さん 松山 華純さん 

藤井 神那さん 

Belyaev Alexander

さん（ロシア） 



                               

【
文
字
デ
ザ
イ
ン
の
部
】 

Belyaev Alexander

さん（ロシア） 

Ivan 

Koryakovskiy さん（オランダ） 

井之上 みなみさん 

沖村 桃香さん 

山下 真実さん 

松本 莉奈さん 

大下 花奈さん 

渡邉 佳奈子さん 



     

（
こ
こ
で
は
印
象
に
残
っ
た
コ
メ
ン
ト
を
い
く
つ
か
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
）

荘 謙之（準大賞 毛筆の部 一般） 

本作品は中国宋代の寇準の詩です。条幅形式として、草書

でまとめました。制作する際の感情を表現するとともに、詩

句の感情にも近づけるよう努めました。 

山中 恭太朗（準大賞 毛筆の部 小学校相当） 

「新」と「風」の中心がなかなかそろわず、一つ一つの線

の長さに注意しながら書きました。「風」の字がバランスよ

く書けたのでよかったです。 
 

謝 佩霖（大賞 毛筆の部 一般） 

西周時代初期の金文にもとづいた「大篆」で制作しました。

書作にあたっては、自然で変化に富み、時流に乗らず純正な

趣を保つようにしました。しかし、金文書法の「骨」・「肉」・

「血」・「気」・「神」の統合をいかに筆墨によって実現するか

については、これからも深く考えなければなりません。 

濱本 趣（最高賞 硬筆の部 小学校相当） 

筆のように細くしたり太くしたりするところや、字のバラ

ンス、まっすぐに書くところに気をつけました。 

丸 ゆあな（最高賞 毛筆の部 小学校相当） 

「草」の九画目のところで、一回ひいて書くということを

いしきしてがんばりました。いつもより画数が多かったので

むずかしかったです。 

院京 雅香（最高賞 文字デザインの部） 

仮名（古筆－「和泉式部集切」）文字を作ってデザインを

する事をここ数年挑戦しています。漢字、仮名を読めない海

外の方々に、日本の仮名美を理解し、楽しんでもらいたいと

いう思いからです。今回は身近にある○□△という形を仮名

で形づくることで、線の美、多様性、空間等を表現しました。 

 

山﨑 由起（準大賞 硬筆の部 高校相当） 

私は、古典で有名な『竹取物語』を行書で書きました。こ

の作品の特徴であるほんわかとした感じを意識し、やわらか

い線になるように書きました。字の中心のバランスがずれな

いように、気を付けながら書きました。『竹取物語』の話の

良さを書きながら実感することができました。 

山下 穂花（大賞 硬筆の部 高校相当） 

秋の季節を感じながら、遠くに暮らしている家族に手紙を

書くように心を込めて書き上げました。長い連綿は書いたこ

とがなく、何度も練習をしました。線の流れを意識して柔ら

かい線で書くことができたと思います。 

 

森脇 啓文（準大賞 毛筆の部 一般） 

良寛詩（「間庭百花発、余香入此堂。相対共無語、春夜夜

将央。」）の書作品作成に際し、漢詩文の内容が見る方に分

かりやすくする為、雰囲気を大切にしながら書きました。文

字の「花（イエローの花・花明かりも）」、「無（お座敷の静

寂）」をイメージしながら、二つの文字にポイントを置いて

書きました。 

 

院京 雅香（大賞 毛筆の部 一般） 

作品に「日々是好日」を選びました。ニューヨークにあり

ます日本のレストランや茶室でも見られる言葉で、心が和み

ます。Every day is good Day. 海外に住む人々の願いでも

あります語を、和様体を意識して力強く表現しました。 

 

ZOPCSÁK Ferenc Zsolt（準大賞 毛筆の部 一般） 

「飛龍」。パラグライダーが趣味になっている私にとって

は、「飛ぶ」という字が特に好きな字です。「龍」は日常生活

ではあまり書く機会のない文字です。普段はこのような大き

い筆で書かないので、一年に一回大筆を手に取って、墨につ

けて、白紙に触れる瞬間、筆が自由に動き出します。上から

下へ、左から右へ、後は急にはねて飛んでいって次の画へ着

地する……、龍筆が踊っています。 

千﨑 遥香（大賞 毛筆の部 小学校相当） 
小学校最後の書道展だったので力を入れて書きました。し

っかりとした線を書くのが難しかったけれど、たくさん練習

していい字が書けたと思います。 

中島 綾花（大賞 毛筆の部 中学校相当） 

私は、嫌なことも忘れ、心が落ち着く書道が大好きです。

春から高校生ですが、これからいろいろな書体や大きな作品

に挑戦することがとても楽しみです。今後も日々努力してい

きます。 

 



 

  

安
田
女
子
大
学
主
催
第
１
回
国
際
書
道
展
〔
グ
ロ
ー
バ
ル
書
道
＠
Ｙ
Ａ
Ｓ
Ｕ
Ｄ
Ａ
〕
の

審
査
を
終
え
ま
し
た
。
応
募
作
は
、
中
国
、
米
国
、
ス
イ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ

ニ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ロ
シ
ア
、
日
本
か
ら
６
４
０
点
を
超
え
る
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
表
現
は
多
岐
に
わ
た
り
、
ま
た
楽
し
く
も
あ
り
ま
し
た
が
、
難
渋
を
強

い
ら
れ
る
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
最
高
賞
、
大
賞
、
準
大
賞
に
選
ば
れ
た
作
品
は
、
練
習

の
成
果
が
よ
く
表
れ
た
も
の
、
意
図
が
よ
く
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
、
用
具
・
用
材
の
工
夫

な
ど
で
個
性
的
な
表
現
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。 

 

小
、
中
学
生
の
毛
筆
・
硬
筆
は
、
ど
の
作
品
も
書
写
の
学
習
の
成
果
が
よ
く
表
れ
た
も

の
で
し
た
。
こ
の
た
び
の
練
習
の
成
果
を
生
か
し
て
、
読
み
や
す
く
書
き
や
す
い
書
き
方

を
身
に
つ
け
て
い
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
高
校
生
は
、
個
性
を
発
揮
し
た
作
品

が
多
く
見
ら
れ
、
頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
特
別
支
援
学
校
か
ら
の
作
品
も
あ
り
、
書

道
の
分
野
で
も
秀
で
た
才
能
の
開
花
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。
一
方
で
、
書
き
込
み
が
足

り
な
い
の
か
、
全
体
構
成
に
配
慮
し
て
も
ら
い
た
い
作
品
、
用
具
・
用
材
に
工
夫
が
欲
し

い
な
ど
、
も
う
ひ
と
工
夫
欲
し
い
作
品
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
般
の
部
で
は
、
漢
字
文
化
圏
以
外
の
国
の
方
々
か
ら
ご
出
品
い
た
だ
き
、
素
材
（
語
）

の
選
定
を
含
め
、
書
道
が
柔
軟
に
、
そ
し
て
多
様
な
表
現
性
を
持
つ
も
の
と
し
て
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
若
い
方
か
ら
の
出
品
が
多
く
、

パ
ワ
ー
を
い
た
だ
い
た
よ
う
に
も
思
い
ま
す
。
次
回
も
よ
り
幅
広
い
地
域
か
ら
の
出
品
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

文
字
デ
ザ
イ
ン
の
部
と
い
う
、
書
の
持
つ
新
し
い
可
能
性
に
期
待
し
た
部
門
へ
も
意
欲

的
な
作
品
が
あ
り
ま
し
た
が
、
応
募
が
少
な
い
の
が
残
念
で
し
た
。「
エ
ア
書
道
」
と
い
う

３
Ｄ
を
駆
使
し
た
表
現
を
開
発
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
る
柳
谷
さ
ん
の
作
品
は
、
特
別
賞
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
書
と
身
体
表
現
と
の
融
合
と
い
う
新
た
な
分
野
を
確
立
さ
れ

て
い
ま
す
。 
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